おしどり

小泉八雲

　eq \o(\s\up 9(む),陸)

eq \o(\s\up 9(つ),奥)の国、田村の郷の住人に、eq \o(\s\up 9(たかじょう),鷹匠)で猟師をなりわいにしている、eq \o(\s\up 9(そんじょう),村允)というものがあった。ある日のこと、猟に出たが、eq \o(\s\up 9(え),獲)ものがひとつも見つからない。家に帰る途中、赤沼というところまできて、そこの川を渡ろうとすると、ひとつがいのおしどりが泳いでいるのを見かけた。おしどりを殺すのは感心したことではない。しかし、村允はちょうどひもじいおりだったので、そのつがいのおしどりに矢を射た。矢は雄にあたった。eq \o(\s\up 9(めす),雌)は、たちまち岸のむこうのいeq \o(\s\up 9(ぐさ),草)のおい茂ったなかへ逃げ去って、見えなくなった。村允は落ちた鳥をさげて、家にかえり、それを料理した。

　その夜、村允はおそろしい夢を見た。なんでも、きれいな女がひとり部屋へはいってきて、それが自分の枕上に立って、さめざめと泣くのである。その泣く声があんまりeq \o(\s\up 9(はげ),烈)しいので、村允は聞いているうちに、なんだか自分の胸がいまにも張り裂けるような心持がした。やがて、女がこんなことをいうのである。

「どうして……まあ、どうしてあなたは、あのひとを殺したりなさったのです？　あのひとに、どんな罪がございました？……この年月、わたくしたちふたりは、ほんとうにeq \o(\s\up 9(なかむつま),仲睦)じく暮らしてまいりました。それをあなたは、あのひとを殺しておしまいになって。……いったい、あのひとがどんな悪いことをいたしました？あなた、ご自分でなさったことをご承知なのですか？　どれほどむごい、どれほど道にはずれたことをなさったのか、ご自分でご承知なのですか？……あなたはね、このわたくしのことも殺しておしまいになったのですよ。──夫がいなくなっては、とてもわたくし、生きている空はございません。わたくし、ただそのことだけを申し上げにまいりました」

　そういって、女はまたさめざめと泣くのである。女の泣き入る声があんまりはげしいので、村允は、骨のeq \o(\s\up 9(ずい),髄)までその声がしみわたるような心持ちがした。やがて、女はすすり泣きのうちから、こんな歌をよんだ。
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　こういう歌の文句を、eq \o(\s\up 9(は),吐)きだすようにいったのち、女は叫んだ。「ああ、あなたはご存じにならないのです。ご自分がどんなことをしたのか、ご存じにならないのです。でもそれは、あした赤沼へいらっしゃれば、きっとおわかりになります。きっとおわかりになりますよ」

　そういって、女はまた烈しく泣き入ったかとおもうと、そのまま立ち去っていったのである。

　朝になって目がさめてみると、村允の心には、ゆうべの夢がありありとのこっていたので、大いに弱った。村允は、女のいったことばをおもいだした。「あした、赤沼へいらっしゃれば、きっとおわかりになります」といったことばである。そこで村允は、昨夜の夢がはたしてeq \o(\s\up 9(まさゆめ),正夢)であったかどうか、それをたしかめるために、これからすぐに赤沼へ行ってみようと思い立った。

　さて、赤沼へ行ってみると、なるほど岸べに着いてみれば、きのう見かけた雌のおしどりが、きょうはひとりで泳いでいる。そのとき、おしどりの方でも村允のことをみとめた。けれども、おしどりはすこしも逃げようとしなかった。奇妙なことに、おしどりは村允のことをじっと見つめたまま、わき目もふらずに、まっすぐこちらへ向かって泳いでくるのである。やがておしどりは、たちまちあっと見るまに、自分のeq \o(\s\up 9(はし),嘴)で自分のからだをつき破ったとおもうと、村允の見ているまえで、みずから命をeq \o(\s\up 9(た),断)ってeq \o(\s\up 9(あい),相)

eq \o(\s\up 9(は),果)てた。……

　村允はeq \o(\s\up 9(ていはつ),剃髪)して、僧になった。

